
感染症定期報告に関する今後の対応について  平成16年度第5回  

運営委員会確認事項  

（平成16年9月17日）  

1基本的な方針  

運営委員会に報告する資料においては、  

（1）文献報告は、同一報告に由来するものの重複を廃した「覧表を作成すること。  

（2）8月の運営委員会において、国内の輸血及び血祭分画製剤の使用した個別症例の   

感染症発生報告は、定期的にまとめた「感染症報告事例のまとめ」を運営委員会に提   

出する取り扱いとされた。これにより、感染症定期報告に添付される過去の感染症発   

生症例報告よりも、直近の「感染症報告事例のまとめ」を主として利用することとするこ   

と。  

2 具体的な方法   

（1）感染症定期報告の内容は、原則、すべて運営委員会委員に送付することとするが、   

次の資料概要を作成し、委員の資料の確認を効率的かつ効果的に行うことができるよ   

うにする。   

①研究報告は、同一文献による重複を廃した別紙のような形式の一覧表を作成し、  

当該一覧表に代表的なものの報告様式（別紙様式第2）及び該当文献を添付した  

「資料概要A」を事務局が作成し、送付する。   

②感染症発生症例報告のうち、発現国が「外国1の血躾分画製剤の使用による症例  

は、同一製品毎に報告期間を代表する感染症発生症例一覧（別紙様式第4）をま  

とめた「資料概要B」を事務局が作成し、送付する。   

③感染症発生症例報告のうち、発現国が「国内」の輸血による症例及び血妹分画製  

剤の使用による感染痕掛抑こついては、「感瀧症報告事例のまとめ」を提出するこ  

とから、当該症例にかかる「資料概要】は作成しないこととする。ただし、運営委員  

会委員から特段の議論が必要との指摘がなされたものについては、別途事務局が  

資料を作成する。  

（2）発現国が「外国」の感染症発生症例報告については、国内で使用しているロットと関   

係がないもの、使用時期が相当程度古いもの、因果関係についての詳細情報の入手   

が困難であるものが多く、必ずしも緊急性が高くないと考えられるものも少なく加㌔ま   

た、国内症例に比べて個別症例を分析・評価することが難しいものが多いため、監急   

性があると考えられるものを除き、その安全対策への利用については、引き続き、検討   

を行㌔  

（3）資料概要A及びBについては、平成16年9月の運営委員会から試験的に作M   

後「感染症的報告について（目次）」資料は廃止することとする。  

．■   



感染症定期報告概要  

（平成21年3月2日）  

A 研究報告概要  

平成21年9月1日受理分以降  

○ 一覧表（感染症種類毎）  

○ 感染症毎の主事研究報告概要  

○ 研究報告写  

A 研究報告概要  

B 個別症例報告概要  

研究報告のまとめ方について  

1平成21年9月1日以降に報告された感染症定期報告に含まれ  

る研究報告（論文等）について、重複している分を除いた報告概要  

一覧表を作成した。  

2 一覧表においては、前回の運営委員会において報告したもの以  

降の研究報告について、一覧表の後に当該感染症の主要研究報告の  

内容を添付した。   



感染症定期報告の報告状況（2009／9／1～2009／11／30）  感染症（PT）  出典  概要  
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新出  
血対 1D  受理日  寺号  感染症（PT）  出典   概要  文献  

Nn   

2008年9月1日－3月9日、スペインりくルセロナにおいてA聖肝炎に   
感染した150症例が報告された。この数lま、前の2年の同時期と比  

Eur05Ur／○川8nC  

1∝〉022  

14（15）   た。これは、MSM集計こおけるA聖肝炎感染のアウトブレイクの可  
能性を示唆しており、感染リスクの高いコミュニティーへのより効果  
的なワクチン接種プログラムの必要性を強調している。  

服…  

2005年8月、カナダ血液サービスは入れ墨や耳もしくは体のピアス   
に対する供血延期の期間を12ケ月から6ケ月に短縮した。本研究で  
は、この変更が血液の安全性および安定供給に及ぼす影響を評価  
した。最近の供血看40．000名を対象とし、書及串を調べた精巣、入  
れ墨、耳、体のピアスについてそれぞれ調査回答増の13．7、53．¢、  

Transんsjon  

654  
1（氾057   

よぴ19．2であった。症例対照試験はTロ陽性供血者とマッチした対照  
者間のリスク園子を比較して行われ」■近の入れ墨やピアスは  
HCVまたはH8Vのリスク因子ではなかった。猛期期間の短縮によ  
り、供血延期の件数は入れ墨で20％、ピアスで32％減少した。供血期  
間の短縮後、検出できるほどの安全性に対する影響は少なく、血液  
供給においては期待効真以下ではあるが有効であった。   

B型肝炎の再燃とは、非活動聖もしくはB型肝炎が治癒した患者に   
B聖肝炎ウイルス（HBV）の急激な増幅が起きることである。最も説  
明が成されている例として、8聖肝炎の再燃はリンパ腫または白血  
病の癌化学療法を受けている非活動性もしくはほとんど活動してい  
ないB彗肝F炎表面抗原（HB8Ag）キャリアに起きている。通常は化  
竿磯法の間血清中HBVDNAが上昇し、化学療法中止後に免疫再  

1M57  2009／11／2  90717  8翌肝炎  Ho叩t0logy 2009：49： S156－165    3                                          構築による疾病増悪およぴHBVDNAクリアランスと続く。いつくかの       無作為化プラセポ対照試験は、抗ウイルス剤の予防投与によって       再燃を防ぐことができることを示した 
。癌化掌療法や移植を行ってい  

るHB＄Ag嬢性者に定期的予防が推奨されるが、HB台Agスクリー  
ニングを行う愚者の選定や使用する抗ウイルス剤の種類や期間、  
およぴHBeAg陰性のB聖肝炎治癒患者への予防など疑問はある。  
再燃の分子生物学的メカニズムや員なる患者集眉における診断、       治療および予防の最適化についての研究が望まれる 

。   

HB8Ag（hop●打出＝Bsu而¢08ntigon）に陽性を示した供血者とHBV   
（hop8再dsBvims）感染者とのHBVg即Ot沖○を比較するため、HB8  
Ag陽性供血舌の遺伝子型を決定した。200¢年Ⅷ月－2007年9月の  
8本人供血者のデータは日本赤十字社から提供を受け、1887例に  
ついてHBVの主な6gono吋PO＄（A－F）をEUSA（onzymoJink●d  
；mmunosorbonta冒Say）法によって決定した。HBsAg膿性ドナーにつ  
いてHBVコア抗原に対するIgM抗体の有ホの確認を行った。供血看  

Tr古口5fusion  

l∝〉034  

1314－1320  かった（5．3－18．2）。また、gOnOtyPOBの比率は10繰代の13．81から増  
加し、50絶代では42．4％であったが、g即OtyPOC比率は10♯代の  
83．1痛、ら50應代の55．1別こ減少した。HBGAgに対するIgM抗体およ  
ぴNAT（nu¢】oiGさCidto＄t）両者に陽性であるドナーでは、gOnO吋POA  
およぴBは男性のみであった。日本人供血着におけるHBVE即○～po  
の年齢特異的な分布は、B／0遺伝子型比に特徴があり、米国もしく  
は西欧諸国由来であるHBVgonotypoAの性特異劇分布は、日本人  
男性ドナーに観察された。  

≡！≡：；≡ト王■≡ ≡ ≡ ≡ ≡ ＝＝ ＝ ≡＝＝ ＝ ＝ ≡ ≡ ≡＝三 ≡ ≡ ＝ ＝ ＝ ＝ ≡≡ ＝  

T帽n8hsion  

M8d，2008：18：  

379－381  

日本における、不顕性HBV感染者（H【）さAg陰性）からの輸血による  
B型肝炎感染に関する報告。  

日本の首都圏において、HBVの中でも慢性化串の高いgonotypd  
は急速に増加しており、新規日本人キャリアからの二次感染が疑わ  
れることが急性B聖肝炎症例の検討から明らかになった。  

＝ ≡ 三三j一≡ ＝ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡ ＝＝ ≡ ＝ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡ ＝≡ ≡ ≡ 三 ＝ ＝ ≡  

第37回文部会  
日本肝臓学会  0－85  

≡き≡き：≡：  

豪圭羞‘妻昔  

母親がH89Ag陰性かつ手旗内に患者以外のHBVキャリアが存在す  
る成人及び小児H8Vキャリアである7謀族を封書．とし、H8V全遺伝  
子解析に基づく分子系統嘲を用いて感染領を検索したところ、3家  
族で父親以外の感染源の可能性があり、祖母からの感染は分子疫  
学的に感染線路を証明できた。  

症学会第4（】回  

総会・学術集会  
日本小児感染   E－20  

∈聖肝炎ウイルス（HEV）のg●nOtyP03は日本においては不敵性感染  
とされているが、重篤な肝炎を発症した四内8症例について、強手  
性をもたらすHEVの遺伝的特徴を解析するため遺伝子配列を決定  
した。系統樹解析の精巣、いずれも他のgonot沖08とは区別され、  
J】0株と名付けられた固有のクラスターに分類された。この』0関連  
ウイルスは他のHEVg●nOtyP03とは異なる18のアミノ酸をコードして  
おり、また、JIOクラスターのヒトHEV株のほぼすべてに共通する正  
換はヘリカーゼ領域（V239刃に位覆し、V239Aはgon吋P04では一般  
的であることから、毒性の増強と関連が示唆された。また、  
gonotyp03に属するswJ19株に感染した5匹のブタから遺伝子を解析  
した精巣、同様にヘリカーゼにV289A置換が存在していたことから、  
JIO関連ウイルスが人獣共通であることが疑われた。  

Ern8rging  

Infoct10US  
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北海道で献血者のH亡∨感染の実態を解析するため、2（旧5年†月－  
2008年†1月に北海道内の献血者1．075．793名について20本プール  
によるHEVNATを実施した。HEV NAT暢性者は140名であり、献血  
時のHEV抗体保有串は8剖以下、感染初期の献血が多かった。陽  
性者のH∈∨のg即OtyPOは9割以上が3王！で4型も認められた。暢性  
者の約7割は献血前に動物内臓肉の喫食歴があり、膜性者の半数  
にはその後ALT値の上昇が見られたb北海道内の献血者▲団に放  
けるHEV RNA賭性頻度は高く、ヱ00nOtiGinfoGtionが起きていると  
考えられる。  

筑57回日本輸  
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 米国内で輸血を介したHHV－8感染の調査を行った。供血書一受血書  

のペアを明確にした米国内調査を行うため、1g70年代に畳録された  
TTVS（Tr4nSfusionl柑n引棉todVirus08Study）の参加者にHHV－8  
血清学的検査を行った。HHV－8抗体相性串は、供血着では2．8％、受  
血着では7．11、輸血されす手術を行った対照患者では了．7％、カポジ  
肉腫のある対照愚老では96．31であった。1例の受血書はセロコン  
バージョンしたが‥この患者にはHHV－8醸性の血液ユニットは輸  
血されなかった。また、輸血されす手術を行った対照患者1例もセロ  
コンバージョンした。セロコンバージョン串は、受血者が1．8（1000人一  
年あたり）であり、輸血を受けていない手術を行った対照患者では  
3．6（10∞人一年あたり）であった。輸血群と非輸血群におけるHHV－8  
s8rOCOnVOrSion中には統計学的な蓋はなく、かつ過去の集団の特  
徴（例：白血球除去施行前）は現在の輸血を介した伝繹が稀である  

ことを示している。   

JlnfoctD弓s．  

2009；199（11）；  

1592－1598  

HHV－8感染  



感染症（PT）  出典  概要   

ブラジルで2008年1－11月に発生したアメリカ・トリ／くノソーマ症のア  
ウトブレイク（178症例）について、調査の精巣、アサイー果実を潰す  

感染症（PT）  出典  概要  

2001年以降、フランスのレファレンス研究所はHlVの遺伝子多様性  
を調査しており、2004年に血清検査で川∨陽性であった62艦の女性  
の血清試料（RBF168）を分析した。この血清は女性がカメルーンか．  
ら′りに移住したす〈●後に採取された。女性は現在AIDSの症状は  
ない。RBF168からウイルスを分離し、ウイルス遺伝子を解析した結  
果、RBF168はゴリラのサル免疫不全ウイルス（引Vgor）と最も近縁  
であった。この新しいウイルスは新しい川∨－1のプロトタイプであると  
思われるが、HlV－1のグループM．N．0とは異なり、グループPと命名  
された。R8F168株が発見される机は．H】∨グループ0が最もSⅣgor  
に近縁であったが、変異の大きさから、現在のS】Vgorから直接出現  
したのではなく、S】Vgorのゴリラからヒトヘの伝播が起因していると  
考えられた。これらの緒果より、川∨の感染源としてチンパンジーに  
加えてゴリラが示された。  

アメリカ・ト リ／くノソー マ症  

〔merglnf8Ct  
Di82009：  
15：653－655   際に、原虫を媒介するサシガメの排泄物が個人した可能性が考えら れた。  
FDAGu；danG号  

Naturo  

肌，di（：；ne2009：  

15．871－872  

for  
lndu抽メdr痛） ” 

u＄80f  
＄8rO】odca，  

To写t8tO  
Reduce the 
Riak of 
Tr即】叩is如nof  
T「yp8nOSOma  
Gnほ‖nf8Ction  
瑠■」∴∴  

2009／10／26  IH1V 

TrypdnOSO汀18CnJヱ】抗体検虻用のEUSA検査システムがCBERにより  
許可されたことをうけ、米国において、全血、血液成分及びHOT／Po  
におけるトリパノソーマ症伝格のリスク低減のためのドナースクリー  
ニングについて、FDAよリドラフトガイダンスが公表された．最終版  
発表後1年以内にこのガイダンスに過食することが椎柴されることと  
なる。  

写 ＝＝＝ ＝ ＝＝ ＝＝言＝＝ ≡＝岩＝＝王＝＝ ＝＝完 岩 ＝妄＝＝ ＝ ≡言 ＝  

リパノソー  
アメリカ・ト  マ症  

2009／9／28  
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米国において9、15およぴ39ケ月の子供3例は、臨床症状から検査  
が行われた緒果、HⅣ感染と診断された。2例については、母親が  
川∨感染者であるが、母乳は与えず、また周産期感染は否定され  
た。3例日は、母親ではなく養育していた叔母がHIV感染者であっ  
た。全例とも、H】∨感染者である茸青春が食べ物を噛んで与えてお  
り、2例では噛み与えた大人に口腔内出血があった。∈∩∨のC2V3C3  
またはgp41コード領域と伊gのpりコード領域を用いた系統発生解析  
の結果は、3例中2例は養育者の噛み与えによってH】∨感染が起き  
たという疫学的綺諭を支持した。  

ベネズエラでグアヴァジュースの横町ごよるアメリかトリ／くノソーマ  
癌のアウトブレイクが発生し、同学校に通う児童47名と教師3名が感  
染。児童3名が死亡。  

リパノソー  
アメリカ・ト  マ症  ProMED－ m8i120090406．1 328  2009／′＝／2  

Pediatrics 20（）9．124．658－ 666  2009／10パ  州∨  
N帥Yorkの82脆の男性は、シカダニウイルスに感染したシカダニの  
唆憮後に髄膜脳炎で死亡した。これまでシカダニウイルスのヒト感  
染は報告されていないが、この症例はシカダニウイルスが致命的脳  
炎の原画でありえることを示している。  

NEnglJMed  

2009：360：  

2099－2107  
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名古屋医療センターにおいて、4例にHlV－2の感染が疑われた。川∨  
抗体陽性かつ血中用∨－1RNAコピー散が検出限度以下を示した4例  
（外国箱男性3例、日本国錦女性1例）の末梢血白血球より抽出した  
DNAを鋳型にPCRにより印gおよぴonv領域の増幅後、遺伝子配列  
を決定した。4例中3例は川∨－2であることを確認し、日本国籍女性  
については確定診断に至らなかった。解析に成功した3例の内、1例  
はサブタイプA．他の2例はサブタイプ判定には至らなかった。日本国  
内においても川∨－2のスクゾーニングを強化する必要がある。  

＝＝＝三一言 ≡ ＝ ≡＝三≡ ニ＝ ご三三≡≡ご ＝≡≡ 王＝＝＝ ＝ ＝ ＝ ＝ 亡  

2008年に南アで発生した致死性出血熱のアウトブレイクにおいて、  
30年ぶりに新規の旧世界7レナウイルスが分徹された。発見された  
地名（Lus血．Joh耶neSburg）より、」山○∨血8と命名された。  第83回日本感  

染症学会総会  
2009Aprj123－  
24．314  
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ユンガンウイルスは、マウスにおいて胎児死亡や奇形を起こすこと  
が知られているが、疫学的データから、ヒトにおいても子宮内胎児  
死亡に関連していることが示唆された。  

ProM∈D－ mさi120090129．0 400  2009／9／17  

厚生労働省研究胡は2008一之807年に初めて献血した全国的119万  
人を対象に．HTLV－1の調査を実施し、3787人の感染が確認され、  
国内感染者数は約TO8万人と推計した。約20年前の前回調査の120  
万人と比べて大きな変化はなかった。研究班班長である山口一成  
国立感染症研究所客員研究員は、感染者の地域別割合の高かっ  
た九州で減少し、大都市虚（関東・中部・近畿）で増加したが、これ  
は感染者が多い九州からの人の移動が背景にあると指摘した。  

ナイジェリアでは、2008年1月から12月にかけて、229人のラツサ熱  
感染疑し＼患者が報告され、30人が死亡している。また、2008年12月  
～ZOO9年1月に、感染疑い患者及び感染確定患者はそれぞれ809も  
及び80％増加している。  

47nl∋WS．2009 Jun27  m■i120890Z18．0  ProMED－  689  之009／10／1  HT」∨  

2009年8月4日、ブラジルMl祖gaOで過去3カ月間lこ857例がオロボー  
チ熟に感染した事を当局は発表した。このうち29例は1E（）（】n8tit止o  
EvandroCh凱卯柑）によって確定診断がなされ、この病気の原因は  
Cul】coFd08属ヌカカによる刺唆であると分かった。症状はデング熱や  
マラリアに似ており、発軋璃痛およ全身性筋肉痛である。初発例  
は2009年3月に発生し、4月およぴ5月には報告が激増し、鵬胡gtO  
のV8】hoおよぴC針V80で800を超えた。オロボーチウイルスはブラジ  
ルで2番目のアルポウイルス熟の原周ウイルスであり、ブラジルで  
は過去30年間に約50万人の発熱例が起きている。オロボーチ熱の  
アウトブレイクはアマゾン地域でのみ報告がある。  
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オランダは2087およぴ2008年のアウトブレイク後再びQ熱報告が  
2009年4月から急増し、1月1日－5月11日の間、総計345症例が報告  
された。男女比は約111で、年齢中央値は49（38－6T）應であった。  
ほとんどの患者が2007およぴ2008年の報告と同様、N00rd－8柑bant  
地方の同地域の住民であるが、感染領域は拡大傾向にある。オラ  
ンダにおける0熟の主な臨床症状は肺炎であり、2008年に報告され  
た患者は、545例が肺炎、33例が肝炎、115例が他の発熱性疾患を  
発症した。N00rd－Br8bant地方には大規模なヤギ農場が集中してお  
り、流産の増加している農場が発生源と疑われる。小型辰男動物へ  
のワクチン接種義掛ヒが始まっており、2010年には効果が出ると考  
えられる。  

ProM［D－  

m8i120090806．2  

782  
ウイルス感 染  2009／10／26  

EurosuvelldnCe  
2009；14（19）：  

2009 May 14 
0熟  2009／†1／2  

2008年に南アで発生した致死性出血熱のアウトブレイクにおいて．  
30年ぶりに新規の旧せ界アレナウイルスが分離された。発見された  
地名（しusak8．Joh脚聞8burg）より、し山○＞血8と命名された。   

ViパlogybJog  
2009M8y29  

8gOV／cb8「／gdln  

s／chagashtm）  CBER （httpノ／ww．fd  リパノソー  
アメリカ・ト  マ症  

CB［Rから、輸血用全血、血液成分製剤、ヒト細胞・組織及びヒト細  
胞・組織由来製剤のTryp即OSOm8CnJヱiが伝挿する危険性を低減す  

るための血清学的検査実価についてのガイダンス案を公表。  

■ ■ ■n  

－■ －－ －■ － － － － － － － － － － － － － － － － － ■ ■ － － ■■ － ▼   

2009／11′2  



感染症（PT）  感染症（PT）  出典  出典  概要  概要   

■ ■ ■ － ■ ■ ■ ● ■ ■ ● ■ ■ ● 一 一 － － － － － － － － － － ■－ ● ● ■ ■■ ■ 2007年に初めて報告された新興感染症コウモリれレソレオウイルス  新型インフ  
ルエンザ  
（HINり  

4月158から5月5日の叩、米国の4り捌こおいて、総計842症例から  
ヒトにおける新規ブタインフルエンザA（HINl）ウイルスの感染を確認  
した。  

NEngtJM8d  
2009：360：  

2605－15  
（別名：マラッカウイルス〉による急性上気道炎の報告である。2007  
年11月にインドネシアり叫島から婦証した男性は帰国数日前から  
発熱、関節痛が出現し、帰国後も軌、上気這炎虐を呈し、オルソレ  
オウイルス感染症と判明した。本ウイルスはコウモリを宿主とし、本  
患者はコウモリとの接触はなかったが、渡航先で上気道症状を呈す  
る現地住民との樟触があった。本患者では回復期に抗体が検出さ  
れたが、他の接触者は全て陰性であった。   

■ ■ －   

－－ － ● － ●■ － － － － － －■ － － － － － － － － t● － － ■ ■ ● － －  ■ ■ ■ ， ■■ ● － ■－ ■ ■ ■ ■ ■ － － － － － －  

－ － － － － － ■ ■ ■ － ■ － ■  ■ ■－ ■ t■一■■■－ － ■ ■■ － － － － ■－ － － － － － － － － － － － － － － ■ 一 一 － ■  ■ ■ 一 一 ● ■ ■▲ ■ ■ ■ ■■ － － － － 一 一 －  
－ － 一 －－ ■ ■ ■ ● ■ ■■ ■■ ■ － －  

日本感染症学  
会第83回総会  
P2240－171  

オーストラリアの研究グループは新型AINlウイルスに感染し重症と  
なった妊婦では、ウイルスと戦い、体がワクチンに反応する助けとな  
る、特定の抗体が低値である事を発見した。ICUで治療中のブタイン  
フルエンザ感染患者すべての抗体レベルを個々のサブタイプまで調  
べた結果、kG2のレベルが低値であった。妊始女性についてのみ  
調べた緒よであるが、このIgG2欠損が、ほとんどの人はインフルエ  
ンザ症状のみで治癒するが少数例は危篤となる理由が説明できる  
可能性がある。  

ルエンザ（H  

新型インフ  INl）  

Th8Cさr18d一旦n  

Proき＄2009  

So〆Ombor18  

2009／‖／26  

CDC  
（http：／／www．cd  

CgOV／ncidod／d  
vbjd／w8Stn粘／s  
UrV＆contro】Ca写  

eCountO8＿det8il  
od．htm）  

2008年、米国におけるウエストナイルウイルス感染症例は46州から  
1356例が報告され、うち銅7例では脳炎や髄膜炎を発症、死亡に  
圭ったのは44例だった。  

－1一 ■ ■■ － － － － － － － － － － － － －－ － － － － 一■ － － ■ －－－ ● ■ ■  － ■ ■ ■■一■■■ヽ■ －－－ － － － －  
－ － －－ － 一 － － － － － － ■ ■ ■ ● ■■ － ■ ■  ■ ■■ ■ － － － ■■ ■■ ■ － － － － － － － － ■ 

■ － － ■－ 一 一 一■ － － ■● 一 － ■ ■ ■  ■ ■ ■ －■■■’■－ － － － － － － － － －，一 一 － － － － － － － － ■ ■ 一 ■ ■ 一 ■  ■ － ■ ■ ■ ■ ■ ●■ 一 一 一 一 －－ － － 一 － － ■■ － － 一 一 － ■ ■ ■ ● 一 一 ■  

新型インフルエンザ（H川1）の輸血を介した感染可能性について。  
輸血により季節性インフルエンザに感染した例はこれまで報告され  
たことが無く、新型インフルエンザについても報告されていない。現  
時点で、輸血のメリットは新型インフルエンザの理論的リスクをはる  
かに上回る。なお、血妓分国製剤については製造工程におけるグノ  
アランスが十分であることが確促されている。  

新型インフ  
ルエンザ  
（HINり  

C8ER 之009  
Ap州30  

2009／9／28  

2002－2003年に高知県で計本紅賢熱が疑われた患者18名の保存  
血液を解析した結果、2名からヒトアナプラズマ（血8Plさ8m8  
Phagoc舛。Philum：人p．）に特異的なp44／m叩2il伝子が検出され、ヒト  
アナプラズマ症の国内における存在を初めて確認した。1例はヒトア  
ナプラズマ痘で、もう1例はAp．と日本紅斑熟リケッチア（Ri¢k8雨a  

第83同日本感  
染症掌会総会  
2009Apri123－  
24：2240－172  

2009／11／2  90717  

90498  

90498  
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8POmiGar，Rj）の混合感染症であった。  
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日本細菌学全  
案82回総会  
P2一柑2（2009  
M8rCh  
l乙13．14）  
＝㌧て∈岩・⊇ ＝・＝  

Anaphsm8Ph岬C所OPh仙mによるアナプラズマ症の本邦初の症  
例。2002－2003年の高知県で日本紅斑熱が疑われた18例の血餅  
から、2例で、Aph叩○叫OPhi】umに特異的なp44／m印2外膿蛋白遺  
伝子群のPOR産物が検出された。   

●l■ ■ ■ ■■ － － － － － －－ － － － －■－ － － － － － ■■ ■－ ■■■ ■ 一 一 ■ － ●  ■ ■ ●l● ■ ■■ ■ ■ － － ■－ ■■ － － －  
－ － － － － 一 一 ■■ ■ ● ■ ， － ■ ■ － －  

05－06年、06－07年、07－08年の季節性インフルエンザワクチン練  
種コホートの保存ベア血清を用いて、新型インフルエンザウイルス  
の交差反応性を検討した。18・84鐘ではワクチン接種前に8－9％、  
88瞳以上では33％が交差反応を示した。ワクチン接穫後には交差  
反応を示した例が18－64tで2結程度に増え、60歳以上では全くせ  
えなかった。  
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新型インフ  
ルエンザ  
（HINl）  

2009；58：52ト・  CDC／MMRW  524  2009／9／28  

日本国内の前立腺がん患者30例の血清のうち2例からGさgに対す  
る特異的抗体反応が認められ、そのうち1例からはXMRV  
（XonotroかcMuLV－「鵬tedvinJ写）核酸を検出した。また、献血者120  
例中5例でもG8gに対する特異的抗体反応が認められた。日本国内  
の前立腺がん患者集団中にもXMRV感染が存在することが示唆さ  
れた。  

第56回日本ウ  
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2009年4月、有力リフォルニア周辺郡の小児2人がブタインフルエン  
ザA（HINりウイルスに感染した。2症例から検出されたウイルス  
は、米国やそれ以外の園でも報告されたことがないブタ又はヒトイン  
フルエンザウイルスの遺伝子片を併せ持っていた。いずれの小児も  
ブタとの捜触はなく、感染月計ま不明である。  
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新型インフ  
ルエンザー  
（HINり  
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日本赤十字社が2008年に収集し、報告した輸血間違感染（疑）症例  
149例の現状と解析掩果である．149例の病原体別内訳は、HBV6†  
例、HCV38例、細菌46例、HEV2例、HrVl例およぴCMVl例であっ  
た。HBV4例、HEV2例および細菌2例については献血者検体から病  
原体を検出し、いずれも輸血と感染症との因果関係は高いと評価さ  
れた。また、輸血後B型肝炎を発症した1例は、劇症肝射こより死亡  
した。日赤では2088年8月よりCLEIA法および斬NATシステムを導入  
し、安全性の向上に努めている。   
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2009年5月28日、DalTasCountyDepartTnOntOfHe81thandHLJm＆n  
Servk09（DCHHS）は5月18－28日に、ダラス郡（Courlty）内で入院し  
た、新型インフルエンザA感染に関連した神経系の合併痘を伴う4例  
の小児についてCDCに報告した。これまで事野性インフルエンザの  
気道感染に関連した神経系の合併症は報告されているが、斬型イ  
ンフルエンザに鯛しては報告がない。患者は7．10．‖およぴ17▲で  
あり、】U（州u附加－1ikoi仙10さ8：インフルエンザ様症状）の症状と痙  
攣もしくは精神状態の変化のため入院し、8例に脳波に異常が認め  
られた。また、4例すべてに新型インフルエンザA（HINl）ウイルス  
RNAが鼻咽頒検査では認められ、脳骨髄液からは埋められなかっ  
た。4例すべては回復し、神経学的後遺症はなかった。  

2009／†0／1  

新型インフ  
ルエンザ  
（HINり  

之009：58；7丁3－  

CDC／MMWR  7丁8  
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2009／9／28  

2009／4′り米CDCはカリフォルニア帝都の小児2例の熱性呼吸器疾  
患をブタインフルエンザA（HINl）感染であると特定した。アマンダジ  
ン、リマンダジンに抵抗性があり、過去に報告されていない固有の  
遺伝子断片の組み合わせが含まれていた。ブタ接触歴は無く感染  
源は不明。  

CDC／MMWR  

2008；58二1－3  
2009／9／28  
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中国のブタからヒト様HINlインフルエンザウイルスが検出され、ブタ  
がヒトにおける′†ンデミックを引き起こす古典的なインフルエンザウ  
イルス保有椙主である証拠が示された。  

2009；140：85－  ∨れ椅R“．  90  2009／10／1  
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新出  
文献   

兵庫県神戸市における新型インフルエンザ（インフルエンザA／Hl  
厚生労働省斬  

新型インフ  
1（X〉003  2009／9／り  90498   ルエンザ  

（HINり  

2009M8y16  
として神戸市に届出があった。患者は感染症法に基づき、神戸市内  
の感染症指定医療機関に入院た   

服萱  

カリフオルニア州におけるコクシジオイデス症の報告数及び入院数  
は2000～2008年の間毎年増加しており、1995～2000年の3倍以上  

CDC／MMWR  
1∝）00g  

200 している。米国全体でも、1996年の1，897例から2∝I8年には8．917例  
く6．97／10万人〉に増加しており、流行地への坊間や居住歴のあるイ  
ンフルエンザ様症状や肺炎、播種性感染症の患者では本痘が餞別  
されるべきである。  

：8：∈：≡  

ジン′けエ保健当局からのコレラアウトブレイクの報告。2008年8月  
CDC／Trav0lor8                  26日から2009年†月31日までに＄†，304例の感染疑い、3．†8†例の死  

1∝旧03   

Fめm引Y4②  ジェリア、ギニアビサウ及びトーゴといった周辺国からも発生が報告  
されている。   

2009年8月17日、米皿CDCはアジアでのテクンダニヤ熱のアウトブ   
レイクに注意喚起をした。2009年1月以降、クングニヤ熱症例数の  
増加がアジアの一部で報告されている。テクングニヤ熱は感染した  
蚊を介してもたらされるウイルスによって発症し、突発性発熱、関節  
痛、悪寒、頂痛、吐き気や発疹などを伴う。タイでは2009年7月22日  

1∝1022  2009／10／1  90550  テクングニ ヤウイルス  CDC2009    27                                   現在、南部でアウトブレイクが起こり、34．200超の症例（死亡例な     感染  Augu＄t17  し）を報告した。マレーシアでは2009年7月†8日現在、2900症例の莞       症を報告し 
、インドでは2009年4月29日現在、2700例の疑し＼症例  

（死亡例なし〉が報告された。渡航者へのアド／くイスとして、テクング  
ニヤ熟を防ぐ薬物治療やワクチンはないため、CD（〕は、虫除けを佳  
用し、鮒こさされないよう自己防衛し、発症を自覚した8掛こは、区報  
機関を受診するよう奨めている   

脂…  

之009Fめ23：           2088年9月以降の8ケ月臥ニューヨーク巾において輸血間違バベ  
NowYorkCity．  シア痘の報告急増。市衛生局は医療従事者に対し、3ケ月以内に輸  

1（将057  の鑑別診断にハベシア症を考慮す昂よつ勧告した。  
・○・qト■  

米国において、パルボウイルスB19（Bl吋）のGonobp08カーアメリカ   
人供血着から初めて検出された。B19Vを検出するための広範囲な       P（R 
特異性のある⊃を用い、81．000人以上の供血書から集めた約  

T帽nS札写；0∩  

100009  
49：1488－1492  819VG8nO吋P03に感染していると確認された米正人1人のドナーか  

ら28日の附こ8回の血策ドネーションを行っていることが明らかと  
なった。ウイルス価はピーク時で10川∪／M」を示し、下がるに連れて  
】gMレベルが上昇し、l冨Gレベルは約7日遅れて上昇した。  

＝＝＝H▲亡＝＝＝三ご≡＝ミ＝ご＝＝＝＝≡＝芝＝ご巳≡≡＝≡＝＝   

感染症（PT）  出典  概要   

CF仏（CanadianIn印8CtionAg8nCy）はこれまでに米国南部やメキシ  
コで発生したブタインフルエンザのヒト症例を報告してきた。今日ま  
での情報は、ウイルスのヒト間での伝格が起きていることを示してお  
り、PHAC（Pub】icHea】thAg8nCyOfCan8da）はこの状況に対するカ  

1  

や専門知織を提供している。現時点では、カナダのブタに病気や死  
亡の増加を示す兆候はないが、CFIAは生産者、獣医師や研究所  
に監視を強化し、ブタの病気を報告するよう要請している。ブタにお  
ける疑わしい例は獣医師、州当局もしくはCFIAに報告し、重篤なイ  
ンフルエンザ様症状を呈すヒトは医療従事者に連絡するよう推奨し  
ている。  

新堂インフ  
ルエンザ  
（HINl）  

CF】A2009Apパ 26  
2009／10／27  

9  年5月から6月における日本のインフルエンザA（HINl）感染に  200  

関する疫学的な特徴がまとめられた。日本の16の都道府県から、イ  
ンフルエンザA型（HINりウイルス確定症例が合計401例報告され  
た。最も感染の多かった2地域は、高校でアウトブレイクが発生し休  
校に至った大阪市および神戸市であり、6月4日までにこの2県で357  
例の感染が報告され、64痛†15－19虎、1鍋が川－14鰻であり、60歳  
以上は1％であった。既知の臨床症状が確認された217例の約90射ま  
オセルタミピルもしくはザナミビルを投与され、2009年6月4日現在、  
重症患者および死亡例の報告はない。インフルエンザA（HINl）に感  
染した患者の病状の程度は季節性インフルエンザと同程度であつ  
た。  

新型インフ  
ルエンザ  
（HINl）  

Eurosurv8il】anc  

e2009：14：  

19244  
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2009年6月29日、ロッシュ社はデンマークにおいてHINlインフルエ  
ンザに怒染した患者がタミフル治療に抵抗性を示した事を報告し  
た。ブタインフルエンザでは初症例である。HINlのタミフル耐性珠  
が蔓延している兆候はなく、2009年にタミフル耐性株が出現し、広く  
蔓延している季節性HINlインフルエンザとは対照的である。英国  
HPA（HoaJtJIProtectionAgoncy）においても新型インフルエンザのア  
ウトブレイク当初から抗ウイルス薬耐性株の監視を行っているが、  
英国での定型調査では、オセルタミビルもしくはザナミビル耐性は  
検出されていない。  

新聖インフルエンザA（HINl）ウイルスは世界中に急速に広まってい  
る。パンデミックの可能性を判断するのはデータが限られているた  
め難しいが、適切な保険対応を伝えるには必須である。メキシコで  
の大流行、園際的な広がりの早期情報およぴウイルス遺伝的変異  
について分析することにより、感染力と重症度の早期評価を実施し  
た。  

新型インフ  
ルエンザ  
（HINり  

ProMEDm8j卜  

2（）090630．Z359  
2009／10／27  

新型インフ  
ルエンザ  
（HINり  

10．1126／SCIEN  Sience2009．  C〔．1176062  2009／9／28  
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2009年6月11日、WHO事務局長MargaretChan博±は声明を発表  
した。WHOはインフルエンザパンデミックの￥戒レベルをフェーズ5  
から6に引き上げ、世界は2009インフルエンザパンチミックの始まり  
にある。各国は高い警戒態勢を維持し、感染防御の実施などにつ  
いて協力するよう呼びかけた。  

斬聖インフ  
ルエンザ  
（HINl）  

2009／10／27  

之009年相月21日、農林水産省は大阪府の養豚農場のブタから分離  
されたウイルスが新型インフルエンザであることを発表し、当該農場  
に対し、臨床検査および遺伝子検査により異常がないことを確現す  
るまで飼育ブタの移動を自粛するよう要請した。（独）農研機構動物  
衛生研究所がHおよぴN亜型検壬（遺伝子解析）を実施した結果、  
本ウイルスはHINl亜聖であり、新型インフルエンザと同一である事  
を確認した。  

農林水産省 新  
型インフルエン  
ザに関する報  
道発表資料  
2（〕090ctobor  
21  

新型インフ  
ルエンザ  
（HINり  

2009／11／18  

2009Ap川28／  

WHO2009Ap州  

共同通信HP   28  

新聖インフ  
ルエンザ  
（HINl）  

WHOは新型インフルエンザのPan由micAlo止をフェーズ4に引き上 げた。  2009／9／16  

12   



感染麿（PT）  

（h仕P：／／w．oi  

0．int／on〆info／  

On＿OSbmondoht  
0】E    m．）  

1989年から2008年までに、世界各国（英国を除く）から国際獣疫事  
務局（0】E）に報告された8SEの報告数である。  

＝ ＝≡ ＝「≡ ≡ ＝ 三 ⊆ ＝ ＝ ＝ 岩 ＝王＝ ≡ ⊇ 岩 ＝ 岩 書 芸 ＝ ＝ ＝ ＝ ≡ ＝ ＝ 壬 ＝  

FDAが血焚由来製品の製造雇看向けに提供するガイダンス。血焚   
由来製品の製造に使用される原料血焚および転用血策用の製造  
過程において、ヒト′くルポウイルスB19を検出するための核酸増幅  
検査（nuclojc8Cidtoさt；NAT）を行う事を推奨している。すべての血策  
由来製品について、製造プール中のパルボウイルスB19DNAのウイ  
ルス負荷が10000ル／mしを超えない事を保摩するために、  
○すべての血焼由来製剤に対し、製造用プール血焚中のHPVB19  
DNAの濃度が104ル／mLを超えないように、エ程内検章として  
HPVB柑NATを臭施すべきである。  
○血策由来製剤の製造に投入する血策ユニットのスクリーニングに  
は、ミニプールサンプルに対してHPV819NATを実施すること。HPV  
β19NATで用いるプライマーおよぴプローブは、このウイルスの既  
知のすべての遺伝子型を検出できるものを用いること。  
○血焚由来製剤の製造に投入する血策ユニットに、製造用プール  
血焚のHPVB19DNA濃度が10‘1U／れ」を超えるような高価を示すも  
のが見つかった場合は、当該血策ユニットは使用しないこと。  

Guid8nCl】for  

lndustけ2009  

FDA／／CBER   山Iy  

0．inレongパnfo／  

on＿OSbru．htl¶．）  0IE （httpノ／wwⅥ．Oi  
ヒト／りレポ  

ウイルス  
1987年以前から2008年までに、英国から国際獣疫事覇局（OIE）に  
報告されたBS【の報告である。  

20（）9／9／28  

米国での調査研究の結果は、輸血によるOJD伝播については根拠  
に欠けるとしている。2004年以降、英国ではvCJDの輸血による伝  
汚が報告され、変異聖でないCJDもしくは古典的CJDの伝播のリス  
クについて懸念が高まってきた。柑95年、米国赤十字牡はCDCと共  
同で輸血によるCJD伝挿の懸念を評価する詳細な疫学的データを  
得るために、供血附こOJDと診断された供血書（CJDドナー）の長期  
後ろ向き調査を開始し、OJDドナーの血液成分を投与された受血者  
を特定した。本給黒からは、OJDの輸血による伝播を示す根拠は示  
されなかった。CJDドナーによる異常プリオンの輸血伝挿のリスク  
は、VCJDドナーによる伝播のリスクと比べて銀著に催いことを後押  

しする結果となった。  
≡：≡：；三卜占・＝≡ 三 ≡ ＝＝ ＝ ＝三≡＝ ＝ ＝ご雷 ≡＝ ＝ ミ ≡＝ ≡ ≡ ≡ご ≡ ＝  

ルト・ヤコブ  
クロイツフェ  ホ  Tr8∩8hlSion 49（5）：977－9糾  
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近年、5番目のマラリア原虫として、サルマラリアであるPl8SmOd山m  
knowlesiのヒトヘの感染例がマレーシア及びその周辺において多数  
確認されており、人畜共通感染症の病原体として新興している可能  
性が示されている。  

CDC／MMWR 2009：58．229－2  2009／9／17  

米国。輸血のCJD伝播リスクについて。附こOJD発症した供血者粥  
例と受血者436例を調査。受血肴のうち生存91例、死亡329例、不明  
18例。受血後にCJDを発症した例は特定されず。  

ルト・ヤコブ  
クロイツフェ  病  

Tr8nSh】＄ion  

Epub2009  

Janu叫バ  
〓
－
－
1
〓
■
 
 

〓
；
；
〓
 
 

〓
；
●
〓
－
 
 

〓
〓
三
〓
 
 

〓
〓
；
〓
 
 

－
；
〓
≡
●
 
 

‡
〓
；
〓
 
 

■
〓
－
こ
〓
 
 

〓
；
；
〓
 
 

ニ
」
」
二
二
」
」
∴
 
 

；
；
；
〓
 
 

ミ
；
；
〓
 
 

；
H
；
〓
 
 

」
二
二
」
」
二
「
二
 
 

〓
；
；
〓
 
 

〓
；
〓
〓
 
 

〓
；
〓
〓
 
 

■
●
；
三
t
 
 

－
；
〓
；
 
 

■
－
－
t
－
－
－
 
 

－
；
〓
－
■
 
 

∴
」
±
」
↑
 
 

〓
；
三
●
 
 

↓
二
二
二
∴
∴
 
 

■
〓
●
－
－
●
 
 

ニ
二
二
二
」
∴
∴
 
 

■
〓
≡
〓
 
 

T
i
〓
一
 
 

－
〓
〓
■
－
 
 

ヒトにおけるP】8SmOd】umknowl扁感染の臨床的な特徴および検査  
緒果を椚べる目的で、急性P．knowlo享感染患者の背まと経過につ  
いて系統的に調べ、2008年7月－2008年2月に、K叩k病院でPCRに  
より急性マラリアと確定された、治療歴の無い非妊娠成人から臨床  
データおよび検査縮儒を収集した。152例のうち、P．knowlo＄i、  
P．f81両神几肝もしくはP．vレdXに感染した症例は107（7仇）、24（16％）およ  
ぴ21（14％）であり、非特異的発熱症状のあるP．knowl由偲農点者の  
入院時寄生虫値の中央値は1387pさ帽＄；to／ulであり、全例が血小楯  
減少を示した。ほとんどのP．know†os感染患者には合併症はなく、ク  
ロロキンおよぴプリマキン治療で治癒した。WHOの熱＃性マラリア  
の判断基準により7人は重症であった。入囁時のP．howtesi寄生虫  
血症は呼吸困難の独立した決定因子であり、入院時の血清クレア  
チニンレベル、血清ビリルビンおよび血小板数と同様であった。2例  
のP．knowlesi感染患者が死亡し、死亡率は1．8双95射菖規区間、0．2－  
6朗）であった。Pknowlo∫は広範囲の疾病を引き起こすが、多くの  
場合合併症伴わず、治療に速やかに反応し、約10人に1人が死亡  
を伴う合併症となる。  

英国イングランドおよぴスコットランドで貞桃摘出縮により摘出され  
た匿名の■桃腺検体を対■に、プリオンプロテイン（PrP¢JD）に関  

うち12．753検体は最もvCJDが発症した198ト85年の出生コホート由  
来であり、19．908検体はBSEに曝露された可能性のある1988一拍年  
コホートから集められた。2種類の酵素免疫法両方に明紺こ陽性を  
示す検体は無く、278検体はいずれかの検査に初回嬢性を示し、そ  
の繰り返し障性率は159もであった。免疫組織化撃滅もしくは免疫プ  
ロット法を行った結果、この278検体を含め、陽性を示す検体はな  
かった。198卜85年の出生コホート由来の■挑検体における  
PrPCJD陽性串は0／32881であり、柑8卜85年の出生コホート由来に  
ついては、0であり、過去の虫垂組織の明手持臭よりは低かったが、  
矛盾はなかった。  

lnfection 
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異型クロイ ツフェルト・ ヤコブ病  BMJ2009M8y  
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血友病患者の脾臓中に異常プリオン蛋白賞が発見されたことを受  
け、OJD事故委員会の要珊により「vOJDRi亭kA写8008mOnt  
Cさkul8t加gforaP8翫両川側1仙Itわlo恥uto亨Of∈xpo写UrO」報告暮  
がD8押付¶OntOfH081thによって作成された。感染可能性のある  
種々の経路を投定し、それぞれの相対的な感染確率を検討したⅦ  
昔である。  

異型クロイ ツフェルト ヤコブ病  

Dop8止mt〉ntOf  

H朗此h2009  

Junt15  

平成20年8月、仙台市においでノケッチア症を疑う者者が発生した。  
生検村判を用いたPCRにより陽性であったが、シークエンス解析に  
より、ロシアや中国の患者から報告されているR．hoilom印ng即Sisに  
一致した。園内に、日本紅斑熱とは異なる紅斑熱ケッチア症が存在  
することが示された。  

染症学会総会  
2009Aprit23－  
第83回日本感   24  

2009／9／28  

リケッチア 症  2009／9／之8  
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50代後半の男性が右母指のウオノメをカッターで自己切除したとこ  
ろ黒蜜し、その範囲は急速に拡大。右下肢の鷹はが起こり入院。右  
母指には悪臭と壌虹を伴う重度の♯集炎、X場所見で右大脇凱こ  
ガス像を認めた。Stroptococcus卸8g■】aGti80iUbsp．如sg8lactiaoに  
よる初めてのヒト感染例と考えられる。  
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概要   
三≡ ＝ H ≡ ≡ ＝ ＝ ≡ ≡ ≡ ＝＝≡ ＝ ＝ ≡ ＝ ≡ ≡ ≡ ＝ 写 王≡ ≡ ≡ ＝ ≡ ≡ ≡  

感染症（PT）  出典  

2009年7月23日、EMA（［MEA）は「CJDと血策・尿由来医薬品に関す  
るCHMPの見解書（CHMPposjtion＄tatement）」を改fTする必要性に  
ついてconcoptpさPOrを発表した。このCHMP見解書が最後に改打  
されたのは2004年6月であり、2004年以降、白血球非除去赤血球輸  
血と関連した4例のvCJD感染や、動物モデルにおける尿中に検出さ  
れたTSE感染性など、更なるエビデンスが書積してきた内容につい  
て改灯する。また、後にvCJOを発症した供血肴由来の血液製剤を  
投与された血友病患者の膵E掛こ異常プリオン空白が検出されが、  
その調査精美も考慮する必要がある。2005およぴ2007年にEMEAで  
開催されたCJDと血策・尿由来医薬品に関する会稽縮果も今回の  
改打に盛り込む∴更に、血焚由来医薬製品のリスク評価に影響を及  
ばす今後の状況についても考慮する。改訂されたCHMP意見書は  
3ケ月間の意見公募を経て2010年に適用される。  

1995年から3回／遇でⅠⅥG治療を受けていた¢1脆女性は、柑97年1  
月－1998年2月の期間lこ、後にvOJDを発症した供血者由来の製剤  
を使用していた。この女性の死亡後、剖検により脾臓、リンパ節、脳  
内のプリオン蛋白を検査したが、検出されなかった。  

異型クロイ ツフェルト ヤコブ病  Vox Ssnguinis 
2009：96：270  

200g／9／28  

異型クロイ ツフェルト・ ヤコブ病  ∈MEACPMP  

2（）09J山yZ3  
2009／10／27  一
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異常プリオン蜜白（PrP＄C〉に特異的に縮合するリガンドを用いた新し  
いクロマトグラフィ法が開発された。VCJD（variant（）routufo】呵さkob）  
伝播リスクの観点から安全性を向上させるために、S  
D〈soIvont／det8rgent）処理された血涙分圃製剤Oct4P18SLGの製造  
過程に本法を導入し、PrP＄G除去効果を研べた。0¢t叩td5製造の途  
中および最終製品にPrPscが含まれた脳ホモジネートをスパイクし、  
リガンドゲル1mL当りのbindingc8P8¢ity（結合能）およぴヒト由来  
PrPscに対するリガンドゲルの特異性を耶べた。PrP＄Gの検出およ  
び定量にバリデートされたWost馴¶blot注が用いられた。その綺  
具、rOductionf8CtOイRF〉は≧3．OloglOであり、ゲルのP貯sc輪台能  
は≧6logTO】D50／mは非常に高かった。また、ゲルは動物（ハムス  
ターとマウス）およぴヒト（叩Or8diGおよぴv8rbntCJD〉由来である  
PrPscに特異劇に持合する。この新しいPrPきC除去ゲルは  
Oct叩l8SLGからvCJDの病原固子を除去できる非常に高い性舵を  
示した。  

英国でvCJDに関連した農園区子製剤を11年前に投与された血友  
病患者のvCJD感染の報告を受けて、米国におけるリスク管理戦略  
を再評価した。その緒業は、米国で承惚されている第Ⅷ因子製剤か  
らのvCJD感染のリスクは極めて低いと考えられるが断言はできな  
い、という従来と同様の冨平価である。  

FDA TS∈  

advisaⅣ  

commi壮ee  

2009Junl∋16  

異型クロイ  
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ヤコブ病  
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症状を示していなかった男性血友病患者の剖検時に、異常プリオン  
タンパクが確認された。この男性は、献血後にvCJDを発症したド  
ナー血幣を含む原料から製造された第Ⅶ園子製剤を使用してい  vcJDと関連のない疾患で死亡し、生前にvCJD又は他の神経学的    た。  異型クロイ ツフェルト ヤコブ病  

HPA2009 Fobru町y＝  
2009／9／17  
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2004年にHea［thProt8CtjcnAgencyは．（桃膿に蓄積されたvCJD関  
連プリオンタンパク賞の大規枝な調査により、無症候性vcJD保有  
率を検討するN8tion81Anonymou＄TisきUOArchFve（NATA）を開始。  
既lこ63000例の貞挑嫌組織の収集・解析を行っており、10∝100例ま  
で収集する計画であるが、現在のところ陽性サンプルは一つもな  
かった。  

異型クロイ ツフェルト ヤコブ病  HPA2009M8y 22  2009／9／28  
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BSEプリオンに対するヒトの感受性についてSNPを解析した。PRNP  
遺伝子座はプリオン病のい〈つかのマーカーと全てのカテゴリーを  
通じてリスクに強く関連していた。疾病リスクヘの主な寄与はPRNP  
多聖コドン129であったが、別の近傍のSNPr＝よってvCJDのリスク  
増大がもたらされた。  

異型クロイ ツフェルト ヤコブ病  Nt∋UrOlogy  Lancot  2009．8 57－66  2009／9／28  

最近、非定型BS∈が日本、カナダ、米囲、複数のヨーロッパ緒座で  
発生している。非定型BSEの可能性があるプリオン遺伝子の突然変  
異は豪州や新酉蘭でも発生する可能性があり、反翁動物の厳密な  
飼料管理等、将来のアウトブレイクの防止に必要な規制を緩和すべ  
きではない。   

異型クロイ ツフェルト ヤコブ病  Natur02009 2009／10／1  
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美園CJDサーベイランスユニットの統計によると、2009年1月5日時  
点でvCJD死亡患者数総掛こは変化はなく187例のままであり、英  
国におけるvCJD流行は減少しつつあるとする見解に一致する。  

異型クロイ ツフェルト・ ヤコブ病  ProMED－ m81】2009（】108．0 8丁6  2009／10／1  
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